

























 ワークショップは 2 時間程度で、アットホームな雰囲気の中、みみずくの制作を行いま
した。最初は、すすきのふわふわした触り心地を楽しみながら、すすきを分ける作業に取
り組みました。その時はまだ、おしゃべりを楽しむ余裕があったのですが、工程が進むに
つれて徐々に集中しはじめ、気が付いたら無言で作業に没頭していました。途中、すすき
を折り曲げたり、形を整えたり、片方の手だけで紐をくくったりする作業があったのです
が、不器用な私には難しく、うまくできないこともありました。しかし、保存会の方々の
丁寧なサポートのおかげで、なんとかワークショップの時間内に「すすきみみずく」を完
成させることができました。 
 製作を終えて周りを見渡すと、他の参加者の作品も完成していました。痩せている子、
太っている子、目が離れている子など、会場は個性豊かな「すすきみみずく」たちで賑や
47 
かになっていました。私のみみずくは少し形がいびつでしたが、それでも自分なりになか
なかかわいい子がつくれたと思いました。その子は今、職場に飾ってあります。 
 今回のワークショップでお世話になった「雑司が谷すすきみみずく保存会」の方々は、
豊島区の小学校などでも「すすきみみずく」づくりの指導を行っています。別の会場では
「すすきみみずく」づくりを体験した子どもたちの感想文や保存会の方々へのお礼の手紙
を見ることができました。壁一面に貼られたたくさんのメッセージには、子どもたちの想
いが溢れていました。手紙を目にした保存会の方々もとても嬉しそうでした。その様子を
目にして、「すすきみみずく」が地域の人と人、世代、文化をつなぐ重要な役割を果たして
いることを実感しました。「すすきみみずく」が雑司が谷の文化や歴史、魅力を伝える地域
の宝として、これからも地域の人に愛される存在であってほしいと思いました。 
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